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人　口5，956人〔一3ヨ

　男　2，872人〔一11

　女3，084人（一4）

世帯数1，772戸（一21

　圏F成2年9月1日現在
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熱演〃

平成2年

01
第472号

　9月16E∋、牧水公園「ふるさとの家」で毒年地芝居大会が開イ崔さ

れました。

　これは『牧水のふるさとまつり』の一環として行われたもので±

演した羽坂，福瀬の青年団の皆さんが熱演を披露しました。

　　　　　　　秋．晴や空にはたえす遠白き

　　　　　　　　　　　　　雲の生れて風ある日なll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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卜成？年川月写、
つ

こ
・
つと報町

牧
水
の
ぶ
る
さ
と
ま
つ
り

　　

@　

@　

@　

@　

@
●
●
●
●
青
年
パ
ワ
ー
全
開
●
●
●
●

　
今
年
の
　
．
牧
水
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
』
は
、
3
部
構
成
で
行
わ
れ
〆
、
い

ま
す
か
、
そ
の
第
1
部
の
青
年
地
芝

居
大
会
が
9
月
届
日
、
第
2
部
の
牧

水
祭
が
1
7
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
青
年
地
芝
居
大
会
は
、
牧
水
公
園

一
ふ
る
さ
と
の
家
」
の
屋
外
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
、
約
伽
人
の
観
客
を
前

に
、
羽
坂
青
年
団
が
現
代
劇
一
お
玉

ち
（
、
ん
一
、
福
瀬
主
一
3
年
団
が
時
代
劇

「
桜
宗
吾
郎
一
代
記
一
を
演
じ
ま
し

た
　
両
青
年
団
と
も
連
日
夜
遅
く
ま

で
稽
占
し
て
き
た
だ
け
あ
ズ
．
げ
、
素
人

と
は
慰
え
な
い
演
技
力
で
客
席
を
魅

了
し
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
途
中
か
ら
は
雨
が
降
り
出

し
た
た
め
急
き
ょ
室
内
の
ホ
ー
ル
に

場
所
を
移
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
残
’
．
て
く

れ
ま
し
た
．

　
9
月
1
7
日
の
牧
水
祭
は
、
小
雨
の

降
る
中
で
歌
碑
祭
が
開
催
さ
れ
た
後
、

ふ
る
さ
と
の
家
で
、
募
集
し
て
い
た

短
歌
の
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た　
な
お
、
牧
水
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
第
3
部
は
、
1
0
月
2
7
日
、
宮
崎
市

の
大
坪
記
八
．
心
ホ
ー
ル
で
「
．
牧
水
の
歌

の
夕
べ
一
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、

細
結
調
響

幽幽奮
レ
し
め
や
か
に
・

鋳

「
歌
碑
祭
」

動
7
竃
、
．
　
、
望
」

レ
入
選
短
歌
の
表
彰

レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
生
バ
ン
ド

＜
本
番
前
…
…
：
化
粧
は
入
念
に

　
　
　
　
　
　
箋

、
転
．

　
／
、

・
塵
7
轡
、
、
　竃ザ

＜
町
青
年
会
長
囲
も
友
情
出
演

＜
最
後
の
も
ち
ま
き
で

　
　
　
　
　
会
場
は
ま
つ
白
に

、
つ

こ、
つ

と報町’F成2年1し）月号3

隔
広
論
る
…
露
里
⑳
▲
踊
，

　
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
小
学
生
ら
十

六
名
が
、
八
月
二
卜
日
か
ら
三
泊
四

日
の
日
程
で
本
町
を
訪
れ
、
福
二
小

学
校
、
坪
谷
小
学
校
、
ま
た
町
子
ど

も
会
と
の
交
歓
会
を
行
い
交
流
を
深

め
ま
し
た
．
．

　
宜
野
湾
市
と
は
、
戦
争
中
に
現
在

の
宜
野
湾
市
か
ら
福
瀬
、
坪
谷
に
学

土里

a
開
一
》
、
い
た
こ
と
が
縁
で
、
昭

和
六
十
年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、

文
化
、
産
業
、
教
育
等
を
通
し
て
交

流
を
図
り
両
市
町
の
友
交
を
深
め
る

、
鐸

．
婆
。
・
　

レ

レ
教
育
委
員
会
で
の
歓
迎
会

児

流

●
　
●
　
●
　
●

交

こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
今
回
訪
れ
た
「
行
は
、
児
童
卜
四

名
（
小
学
校
五
、
六
年
生
）
と
引
率

者
二
名
で
、
滞
在
期
間
中
は
牧
水
公

園
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
で
の
交
流
会

や
町
内
施
設
の
見
学
を
行
い
、
夜
は

町
内
の
児
童
宅
へ
民
泊
し
、
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
、
一

　
今
年
か
ら
は
、
隔
年
で
こ
の
交
流

を
行
う
予
定
に
し
て
お
り
、
本
町
の

児
童
は
来
年
宜
野
湾
市
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
、

レ
耳
川
林
業
木
材
加
エ
工
場
の

　
見
学

＜
ふ
る
さ
と
の
家
で
の
交
流
会

←　　一　　壷　　弓ド

土曜閉庁のお知らせ
一10月は13日と27日です＝

　
す
で
に
町
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に

十
月
か
ら
役
場
は
四
週
昼
休
制
に
よ
る
土
曜
閉
庁
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
土
曜
日
は
午
前
中
執
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
十
月
か
ら
は
毎
月
の
第
二
土
曜
日
と
第

四
土
曜
日
が
日
曜
日
と
同
じ
よ
う
に
休
み
に
な
り
、
町

の
執
務
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
た
だ
し
、
町
の
機
関
で
あ
っ
て
も
東
郷
病
院
や
幼
稚

園
、
保
育
園
、
老
人
ホ
ー
ム
鈴
造
園
、
学
校
関
係
、
給

食
セ
ン
タ
ー
等
は
今
ま
で
ど
お
り
執
務
す
る
こ
と
と
し

土
曜
閉
庁
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
役
場
も
土
曜
閉
庁

で
あ
っ
て
も
、
死
亡
届
書
の
受
理
、
埋
葬
、
火
葬
許
可

書
の
交
付
、
東
郷
霊
苑
の
使
用
許
可
書
の
発
行
は
行
い

ま
す
。

　
な
お
、
十
月
の
土
曜
閉
庁
B
は
、
十
月
十
三
日
（
第

二
土
曜
日
V
と
十
月
二
十
七
B
（
第
四
土
曜
日
）
と
な

り
ま
す
。
実
施
当
初
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
御
理
解
い
た
だ
き
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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∵
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中
高
年
齢
労
働
者
受
講
奨
励
金
制
度

　
労
働
省
、
雇
用
促
進
事
業
団
で
は

資
格
取
得
及
び
専
門
的
知
識
の
取
得

の
た
め
に
勉
強
さ
れ
る
四
十
五
歳
以

上
の
方
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　
〇
四
十
五
歳
以
上
の
雇
用
保
険
の

　
被
保
険
者
の
方

　
O
労
働
大
臣
が
指
定
し
て
い
る
教

　
育
訓
練
を
自
ら
受
講
申
込
み
を
し
、

　
受
講
料
、
入
学
料
を
自
ら
支
払
わ

　
れ
た
方

　
o
労
働
大
臣
が
指
定
し
て
い
る
教

　
育
訓
練
を
受
講
し
修
了
さ
れ
た
方

▼
支
給
額

　
〇
五
十
歳
以
上
　
入
学
料
、
受
講

料
の
二
分
の
＝
十
万
円
を
限
度
）

〇
五
十
歳
未
満
　
入
学
料
、
受
講

料
の
四
分
の
＝
五
万
円
を
限
度
）

※
受
給
の
た
め
の
手
続
き
は
簡
単
で

す
の
で
詳
し
い
こ
と
は
延
岡
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー
費
二
九
八
二
⑳
．
〇
七
九
九

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



弄しF成2年m月号、
つ

こ“
・
つと要田丁

が大賞に〃
「初ボリル

　　　母がひとりで
　　　　　　書しやいで3」

政名新驚福瀬小
　
一
花
博
を
き
み
の
俳
句
で
飾
ろ
う

よ
一
の
呼
し
か
け
で
行
わ
れ
た
世
界

子
ど
も
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
福
瀬

小
学
校
の
六
年
生
全
員
が
応
募
し
ま

し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
新
名
政
仁
君

の
「
初
ボ
タ
ル
、
母
が
ひ
と
り
で
は

し
ゃ
い
で
る
』
が
大
賞
に
、
海
野
健

司
君
の
『
セ
ン
ダ
ン
に
キ
ツ
ツ
キ
走

り
、
ト
ト
ト
ト
ト
」
が
佳
作
に
選
ば

れ
ま
し
た
．

　
大
賞
は
全
国
で
十
五
名
選
ば
れ
、

副
賞
と
し
て
五
泊
六
日
の
瀬
戸
内
海

俳
句
キ
距
、
ン
プ
に
招
待
さ
れ
、
世
界

の
子
ど
も
ト
五
爵
と
交
流
し
、
ま
た

大
阪
で
開
か
れ
て
い
る
花
と
緑
の
博

覧
会
に
も
行
け
る
と
い
う
も
の
で
し

た
．
一　
な
お
、
新
名
君
が
瀬
戸
内
海
俳
句

キ
♪
，
ン
．
フ
中
に
作
っ
た
「
せ
み
た
ち

が
、
今
年
も
夏
を
あ
つ
く
す
る
』
も

入
選
し
た
と
い
う
こ
と
で
す

　　　　　　苧壱　　　　　や壱　　　　亭壷　　　苧壷　　　苧壱　　壱　壱苧壱苧苧 稿
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平
成
2
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

里
親
を
求
め
る
運
動
に
つ
い
て

～
動
一
が
十
月
一
日
か
ら
十
月
三
藷
一

宥
ま
で
の
一
ケ
月
間
実
施
さ
れ
ま
す
．

M
嶺
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な

“
い
児
童
に
暖
か
豪
霊
境
を
提
供

M
し
、
児
童
を
心
身
レ
ア
っ
に
健
や
か
に

～
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

も

び
あ
り
ま
す
、
ま
た
こ
の
制
度
は
、
養

や

～
護
施
設
で
は
養
な
い
に
く
い
家
族
の

・》

第
三
十
七
回
「
上
士
を
求
め
る
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

人
間
関
係
を
基
盤
と
す
る
情
操
の
安

定
と
心
身
の
発
達
及
び
家
庭
生
活
を

通
じ
て
の
社
会
性
の
獲
得
な
ど
特
長

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
里
親

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
新
し

い
里
親
を
開
拓
す
る
た
め
に
児
童
相

談
所
が
中
心
に
な
り
、
全
県
下
に
於

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

二

、
。
●
・

、
一
，
惚

三

三
、
，
一

Z

ノ
Z

こ
の
運
動
に
つ
い
て
、
不
明
な
点

お
知
り
に
な
り
た
い
点
が
ご
ざ
い
ま
亭

・
た
・
役
謹
民
課
福
祉
係
・
で
お
　

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）
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↑
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↑
↓
↑
今
↑
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↑
↓
↑
↓
↑
↓
↑
↓
↑
～
↓
↑
う
転

ま
せ
ん
か
…
税
金

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

あ
　
　
　
褥

紺
’
へ
甥
の
窟
状

滞
　
　
・

　
税
金
の
納
付
を
う
っ
か
り
亡
心
れ
る

な
ど
し
ま
す
と
、
督
促
を
受
け
財
産

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
り
、
延
滞
金

が
か
か
っ
た
り
し
て
、
不
愉
快
な
思

い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
ま
た
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
ま

す
と
、
取
引
銀
行
や
得
意
先
な
ど
の

信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
，

　
税
金
は
、
社
会
共
通
の
経
費
で
す
、

期
限
内
に
納
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
・
つ
．
一

　
税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
こ
と
や
、
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
税
務
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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獅
ﾍ
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
　
緊
縮
二
四
雛
雛
鹸

　
労
働
省
で
は
、
「
加
入
し
て
さ
わ
や

か
笑
顔
に
明
る
い
職
場
一
を
標
語
に
、

今
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
し
て
定
め
、
労
働
保
険
制
度
の
周

知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
一

〇
労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労

　
災
保
険
と
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
．

O
労
働
保
険
は
、
強
制
保
険
で
す
一
．

O
労
働
保
険
は
、
政
府
が
直
接
管
理
、

　
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
．
．

O
加
入
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
公
共

　
職
虹
業
安
｛
疋
ゴ
町
弟
」
パ
釘
っ
て
ノ
＼
だ
さ
い
．
．

※
加
入
手
続
き
等
の
事
務
処
理
が
煩

わ
し
い
と
お
考
え
の
事
業
主
の
方
に

・
、
ノ
品
噛

　　　諜安定所

潤E． m　　　　on／

、
つ

こ“、
つ

と報町LF成2年1｛．）月発行「）1

▼仏体で健闘
　8月26日、北方町総合グラウンドで第29回東臼杵郡民

体育大会が開催されました，

　この大会は、郡民の連帯とスポーツの振興を目的に毎

年開催されているもので、本年は郡内十ヶ町村から選手、

役貝約8α〕名が参加しました

　本町からも約70名の選手力呂戯し、男子の部が7位：、

女子の部が2位、総合で5位の成績でした．

、
籍

O
摯

：鋸1鱗》

1ヨ園長▲

　9月5日、老人ホーム鈴峰園では、町議会の黒木行也

議員が老人ホームー日園長を務めました、

　これは、県社会福祉協議会が．老人ホームの役割、必要

性を広く知ってもらうことを目的として推進しているも

ので、当日は、黒木議員か講話や入園者との意見交換な

どを行いました．

叩

一驚
『
・
”

峯．一　　蟻r
　
ρ

▼準優勝〃直野圭面白
8月17、18日に県体育館で行われた九州プロ．・クスボ

ーツ少年団空手道交流大会で、

さん：トの直野圭祐君1三瀬小！

場し、見事準優勝しました。

順泉館道場1館長橋口泉

は小学校2年生の部に出

晒

▲ナイターで熱戦

　公民館対抗ソフトボール大会が、9月4日から7日ま

で、町総合グラウンドで開催されました，

　ナイターで行われたこの大会には、11公民館が出場し

連日熱戦を繰り広げました、

　成績は次のとおりです一

　　優勝　福　瀬　　3位　小野田

　　2位　羽　坂　　〃　鶴野内

＜保育事業の向上をめざして

　8月19日に牧水公園「ふるさとの家」で、保育所職員

研修会が開催されました，

　これは、郡内各町村の保育所に勤務する職員が一同に

会し、研修報告、情報交換を通して資質の向上を図るた

め行われたもので、郡内から約150名が出席しました，

「7回東臼杵地区保育薪職寳研国

譲
5
．
垂

9
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牧
水
の

｝

　
　
弟
子
た
ち

③

罫
…
一
…
一
…
…
…
…
…
｝
…
」

越
智
渓
水
と
清
子

　
越
智
渓
水
は
坪
谷
小
学
校
下
の
越

智
商
店
の
長
男
で
、
店
は
呉
服
推
貨

商
を
営
ん
で
い
た
　
清
子
夫
人
は
越

表
出
身
で
旧
姓
は
山
本
、

　
牧
水
が
長
男
旅
人
さ
ん
〔
当
時
小

学
κ
年
生
）
を
連
れ
て
、
父
立
蔵
の

七
回
忌
法
要
の
た
め
、
大
正
十
一
二
年

三
月
末
に
坪
谷
に
帰
’
．
て
来
た
　
四

月
三
日
だ
’
．
た
か
、
乱
行
に
越
智
の

家
に
牧
水
親
．
r
が
訪
れ
、
皆
野
団
治
、

那
須
托
市
、
富
山
某
等
が
集
ま
r
．
て

酒
呑
み
が
始
ま
っ
た
、
．
私
は
坪
谷
小

学
校
の
教
員
に
な
∫
．
た
ば
か
り
で
、

越
類
一
－
の
家
で
一
二
度
の
飯
を
食
べ
て
い

た
の
で
、
そ
の
日
こ
の
光
景
に
出
会

い
、
初
め
て
牧
水
を
拝
顔
し
た
．
．

　
渓
水
と
牧
水
と
は
、
こ
う
い
う
深

い
L
父
り
キ
　
持
つ
げ
、
い
た
、
田
野
団
ワ
耐

に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
．
．
渓
水
は

店
の
経
営
を
弟
の
通
輔
に
譲
r
．
て
、

清
子
夫
人
と
延
岡
で
暮
ら
し
始
め
た
．

一
時
、
高
千
穂
で
の
生
活
も
あ
る
が
、

結
局
延
岡
に
落
ち
着
き
、
旭
化
成
関

係
の
事
業
を
経
営
し
な
が
ら
念
願
の

短
歌
の
道
に
生
命
を
賭
け
た
．
．
二
人

は
二
淡
汰
砒
短
歌
ム
ニ
一
と
い
う
短
歌
の

グ
ル
ー
－
．
フ
を
つ
く
り
、
市
内
の
短
歌

に
趣
味
の
あ
る
方
々
を
集
め
て
短
歌

研
修
ウ
沸
進
め
イ
、
い
．
・
．
た
．
勿
ム
綱
「
牧

水
の
創
作
一
派
が
主
流
と
な
’
．
て
い

た
と
思
う
が
、
会
員
は
熱
心
で
あ
り

作
品
が
新
聞
、
稚
誌
に
載
る
な
ど
隆

盛
を
極
め
た
．
．

　
渓
水
は
市
の
文
化
人
と
の
交
流
も

深
く
、
仲
田
又
次
郎
元
市
長
、
渡
辺

修
＝
一
、
彦
谷
口
新
一
、
卜
巾
山
幸
作
と
い

う
方
々
な
ど
と
共
1
ー
レ
、
城
山
に
牧
水

歌
碑
の
建
設
、
城
山
の
鐘
復
元
等
1
1
卜

率
先
し
て
協
力
し
た
、
清
子
夫
人
も

延
岡
市
文
化
連
盟
の
役
員
と
し
て
、

ま
た
学
校
P
T
A
副
会
長
、
延
岡
牧

水
顕
彰
会
副
会
長
等
歴
任
し
た
．

　
渓
水
夫
妻
は
延
岡
文
化
向
ヒ
に
尽

く
し
た
功
績
に
よ
り
、
夫
妻
揃
っ
て

延
岡
市
文
化
功
労
章
を
受
け
て
い
る
．

　
夫
妻
の
歌
集
を
紹
介
す
る
と
、
次

の
と
お
り
で
す
．
．

日
向
の
空
と
山
川
（
渓
水
）
・
風
光

楽
（
渓
水
）
・
渓
水
短
歌
集
（
渓
水
）

鴫

ダ

霜
レ
越
智
渓
水

6勿
・
ふ
る
さ
と
山
河
（
清
．
士
）
・
時
は

ま
た
ず
（
瓶
子
）
・
渓
流
（
清
子
）
・

季
節
の
海
（
清
子
）

渓
水
の
歌

O
家
に
居
て
も
の
思
う
こ
と
の
愚
か

　
さ
よ
山
に
来
た
れ
ば
よ
き
日
な
り

　
け
り

O
故
甲
の
渓
の
奥
な
る
ふ
き
の
と
う

龍

禰］
⑳
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
（
延
岡
市
台
雲
寺
）

教
育
．
長

　
渡
辺
邦
彦

な
つ
か
し
き
城
山
の
鐘
鳴
り
い
で
ぬ

を
さ
な
か
り
し
日
聞
き
し
ご
と
く
に

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
去
る
八
月
号

で
も
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は

「
こ
の
歌
と
密
雲
寺
　
に
つ
い
て
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
．
．
こ
の
お
寺
は
天

台
宗
萬
歳
山
台
雲
寺
と
い
う
由
緒
あ

る
お
寺
で
、
牧
水
の
母
マ
キ
の
実
家

で
も
あ
り
ま
す
．
．
と
こ
ろ
で
、
こ
の

歌
は
牧
水
が
昭
和
二
年
、
喜
志
子
夫

人
を
伴
’
．
て
の
朝
鮮
旅
行
の
帰
途
（
七

月
二
十
四
日
）
台
雲
寺
に
立
ち
寄
っ

た
時
に
詠
ん
だ
歌
と
い
う
こ
と
は
、

す
で
に
記
し
た
と
お
り
で
す
が
、
家

の
二
階
の
窓
か
ら
時
を
告
げ
る
城
山

　
　
匂
ひ
つ
つ
摘
む
寒
き
春
日
に

　
清
子
の
歌

　
○
麦
の
芽
の
肯
み
揃
ひ
し
ふ
る
さ
と

　
　
の
干
一
積
む
朝
を
山
鳩
の
喘
く

　
○
土
深
く
埋
め
し
水
仙
の
球
根
が
芽

　
　
吹
き
で
今
朝
は
ぬ
く
き
雨
降
る

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

一　

@
＝
　
＝
　
〔
】
　
二
　
二
　
忠
　
一
　
門
　
一
　
　
一
一
　
＝
　
＝
　
一
一
　
＝
　
∴
　
．

　
の
鐘
を
聞
い
て
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と

　
で
す
．
一

　
　
さ
て
、
こ
の
歌
碑
は
牧
水
生
誕
百

　
年
の
昭
和
六
十
年
卜
月
二
十
一
日
に

　
除
幕
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
住
職

　
長
田
康
哉
師
一
－
一
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

　
も
の
で
す
．
康
哉
師
は
一
昨
年
ご
病

　
，
八
の
た
め
他
界
さ
れ
ま
し
た
が
、
牧

　
水
の
母
マ
キ
の
兄
の
ご
子
息
で
牧
水

　
の
い
と
こ
に
当
た
り
ま
す
．
一
牧
水
は

　
師
を
皿
コ
ウ
ち
ゃ
ん
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん
一

　
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
．
．

　
　
師
は
晩
年
、
住
職
の
か
た
わ
ら
延

　
岡
市
の
教
育
委
員
長
を
永
ら
く
さ
れ

　
て
お
り
、
仕
事
が
ら
私
も
幾
度
か
面

　
談
ず
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
お
顔
も
体
つ
き
も

ま
る
ま
る
と
し
て
お
ら
れ
、

写
真
で
見
る
牧
水
の
顔
に

よ
く
似
て
お
ら
れ
る
な
あ

と
思
っ
た
も
の
で
し
た
．
、

　
さ
て
、
こ
の
歌
碑
の
除

幕
の
日
は
、
牧
水
生
誕
百

年
記
念
行
事
の
開
始
さ
れ

る
前
々
日
で
、
創
作
社
の

み
な
さ
ん
も
一
部
は
す
で
に
延
岡
市

に
来
て
お
り
、
若
山
旅
人
さ
ん
夫
妻

大
悟
法
利
雄
さ
ん
、
若
山
富
士
人
さ

ん
夫
妻
も
除
幕
式
に
参
列
さ
れ
た
よ

う
で
す
．
．

　
な
お
、
こ
の
歌
碑
の
裏
面
に
は
、

　
こ
の
芋
に
父
の
泌
み
じ
み
聞
き
い

　
り
し
城
山
の
鐘
今
日
も
鳴
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
人

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
牧
水
は
昭
和
二
年
に
長
田

家
に
滞
在
し
た
際
、
つ
ぎ
の
歌
を
半

切
に
書
き
康
哉
師
に
贈
っ
て
い
ま
す
、

　
と
ど
ろ
と
ど
ろ
落
ち
来
る
滝
を
あ

　
ふ
ぎ
つ
つ
こ
こ
ろ
寒
け
く
な
り
に

　
け
る
か
も
　
　
　
　
　
　
牧
水

　
そ
の
時
、
牧
水
は
「
コ
ウ
ち
ゃ
ん

に
こ
れ
あ
げ
る
わ
い
一
レ
三
口
っ
て
渡

し
た
そ
う
で
す
が
、
康
哉
師
は
「
私

の
好
き
な
歌
」
と
し
て
愛
調
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
．
．
な
お
、
こ
の
「
と

ど
ろ
と
ど
ろ
一
の
歌
は
、
大
正
七
年

（
三
十
三
歳
）
の
夏
、
那
智
の
滝
を

眺
め
！
、
の
作
で
す
、
．

▲台雲寺の歌碑

・
つこ“、

つ
と報二丁i4成2年11．1月号つ

⑭
薬
の
副
作
用

　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
起
病
院

内
科
鬼
塚
義
久

『メ♪

脚

　
日
常
の
外
来
診
療
で
薬
の
副
作
用

に
つ
い
て
の
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
．
．

極
端
な
例
で
は
勝
手
に
副
作
用
が
強

そ
う
だ
か
ら
、
ま
た
周
囲
の
人
か
ら

↓
め
の
乱
声
キ
　
飲
む
と
占
艮
ノ
＼
匹
小
い
な
ど
と

，、

D
　
口
．
わ
れ
た
た
め
に
中
止
．
す
る
人
も
み

ら
し
土
圭
〕

　
，
牙
　
　
　
　
r

　
し
か
し
、
現
在
発
売
さ
れ
て
い
る

h
。

（
　
、
ン

∵
つ
’
一
／

〆

物
の
中
ム
・
副
作
用
の
な
い
捷
楽
は
あ
り

ま
せ
ん
　
な
ぜ
な
ら
副
作
用
自
体
も

本
来
そ
の
薬
が
も
っ
て
い
る
作
用
の

現
れ
だ
か
ら
で
す
．

　
私
た
ち
が
外
来
で
処
方
す
る
機
会

の
多
．
い
仕
楽
剤
に
つ
い
／
、
簡
一
早
に
田
説
明

し
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
ま
ず
、
高
血
圧
の
薬
で
す
．
．
胃
が

荒
れ
る
か
ら
食
事
を
抜
い
た
時
は
薬

を
飲
ま
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
す
が
、

血
圧
の
薬
で
胃
が
荒
れ
る
頻
度
は
非

常
に
わ
す
か
で
す
．
薬
を
飲
ま
な
い

た
め
に
血
圧
が
上
昇
し
、
脳
」
竿
中
な

ど
に
な
る
危
険
性
が
よ
り
心
配
で
す
．
．

　
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
よ
く
処
方
す

る
解
熱
剤
は
、
他
の
薬
に
比
べ
た
ら

胃
の
荒
れ
る
、
頻
、
度
は
高
い
レ
こ
．
巨
え
ま

す
．
．
特
に
高
齢
者
の
方
は
注
意
が
必

要
で
す
．
だ
か
ら
胃
薬
レ
ニ
緒
に
処

方
し
た
り
し
ま
す
．
．

　
副
作
用
が
恐
い
か
ら
と
勝
手
に
薬

を
中
止
す
る
こ
と
は
危
険
な
こ
と
で

す
一　
私
た
ち
医
師
側
も
、
薬
の
副
作
用

に
は
気
を
配
二
、
処
方
し
て
い
ま
す

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
処
方
し
た
薬

を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
気

軽…

ﾉ
御
相
玖
畝
い
た
だ
ぎ
、
た
い
と
田
心
い

ま
す
．
．

●電話のご相談も

　お受けします

容0985－28－1199（直通）

相談日：弓濯から金分

午　＝9二寺筆～年下4三寺40分

◎専門の杷人員が鶏勇こぢつ

　ってこ想言炎1こて）二ます。

＠弁護士相談日：毎月第3木

　曜日午後1時～4時

交通事故

ご相談

社団法人日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター
　宮崎市広島1－18－13宮崎第一生命ビル新館5階

　宮由奇調査事務所内　 TELO985－24－7921

，
義
調
螺
…
騨
窪
霧
笹

　
八
月
置
二
日
現
在
、
県
内
の
交
通

事
故
死
が
ヒ
十
三
八
（
日
向
署
管
内

七
人
）
と
な
り
県
は
今
年
に
な
’
．
げ
、

六
回
目
の
交
通
事
故
死
多
発
警
報
を

発
令
し
ま
し
た

　
死
亡
事
故
の
・
王
な
原
因
は
一
時
不

停
止
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
未
．
着
用
等
、
基
本
的
な
ル
ー
ル

違
反
が
多
い
よ
う
で
す
　
国
や
県
も

年
々
増
加
す
る
事
故
に
打
つ
手
が
な

い
と
頭
を
か
か
え
て
ば
か
り
い
て
は

史
に
状
況
は
悪
化
し
ま
す
．
肝
要
な

こ
と
は
町
民
全
員
が
我
が
家
か
ら
、

ま
た
町
内
か
ら
交
通
事
故
を
出
さ
な

い
自
覚
を
も
つ
こ
と
で
す
．

　
今
回
は
事
故
防
止
の
た
め
興
味
深

い
方
法
を
行
ズ
．
て
い
る
人
の
提
言
を

紹
介
し
ま
す
．
こ
の
人
は
運
転
中
、

交
通
標
識
を
み
か
け
る
と
、
こ
の
標

識
が
私
た
ち
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
、

便
利
な
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
、
標

識
ど
お
り
の
運
転
を
す
れ
ば
事
故
も

な
く
他
人
を
泣
か
せ
る
こ
と
も
な
い

と
思
い
、
標
識
を
見
る
と
有
難
う
と

お
礼
を
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
交
通
路
載
に
従
う
よ

う
な
素
直
な
心
を
も
つ
人
が
一
人
で

も
多
く
な
る
と
交
通
地
獄
の
世
の
中

も
変
．
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

　
幸
い
東
郷
町
は
八
月
末
ま
で
死
亡

事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．
自
分
や
家

族
の
・
安
ム
土
≠
乞
願
、
い
、
標
藏
に
示
さ
れ

た
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
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利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
福
祉
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
一

　
牧
水
園
で
は
、
在
宅
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
老
人
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
特
殊
な
電
話

機
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無
償
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お
貸
し
す
る
「
福
祉
ほ

っ
と
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イ
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事
業
一
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在
宅
老
人
緊

急
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話
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与
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）
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め

て
お
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内
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七
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の
方
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い
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好
評
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得
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．
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．
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．
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．
士
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が
、
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て
．
士
供
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が
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と
が
あ
り
ま
す
　
親
と
し
て
今
何
を

な
す
べ
き
な
の
か
、
も
う
一
度
．
†
供

の
心
の
視
点
か
ら
親
チ
関
係
を
改
め

て
考
え
て
み
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
．
．▽

日
時

▽
場
所

▽
内
容

▽
主
催

K
月
4
日
　
1
3
時
受
付

中
央
公
民
館

映
画
〔
わ
が
．
r
を
伸
ば
す

　
　
親
の
一
．
「
．
巳

講
演
（
講
師
　
宮
崎
大
学

　
　
安
東
末
廣
助
教
授
）

延
岡
児
童
相
談
所

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ

　
　
　
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
〔
智
（
憩
　
2
1
1
1
）

行
政
相
談

　
官
公
庁
の
仕
事
は
、
み
な
さ
ん
の

希
望
や
要
望
を
取
り
入
れ
、
適
正
で

平
等
な
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
．
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か
し
、
時
と
し
オ
、
住
民
の
意
に

そ
わ
な
い
事
が
あ
’
．
た
り
、
不
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合

が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
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よ
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な
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を
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す
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が
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談
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」
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▽
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…
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仕
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者
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帳
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て
い

る
方
は
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す
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0
月
9
日
　
9
時
～
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▽
持
参
す
る
物
　
被
爆
者
手
帳
・
印
鑑

※
詳
し
い
こ
と
は
日
向
保
健
所
（
暦

諺
　
5
1
0
1
｝
予
防
課
ま
で
お
問

い
八
口
わ
せ
く
だ
さ
い

暖
か
い
ご
協
力
に

感
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ま
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月
の
な
か
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ら
、
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、
昼
と

な
く
日
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赤
十
字
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員
募
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の
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め
、

各
家
庭
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た
だ
き
皆

様
方
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大
変
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迷
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を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
．
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陰
を
も
ち
ま
し
て
皆
様
方
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絶

大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
、
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員
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百

七
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、
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資
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十
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万
八
千
円

と
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な
成
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し
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が
、
今
後
と
も

日
本
赤
十
字
社
の
精
神
に
基
づ
き
、

東
郷
町
赤
十
字
奉
仕
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